
 

 

別紙５ 

北九州市介護ロボット等普及・開発ネットワークについて 

 

介護現場が必要とする介護ロボット・ＩＣＴ等（以下、「機器等」という。）の導入が

円滑に行われるよう、介護現場に向けた情報発信や、現場ニーズを機器等の開発・改良

に繋げる活動を行う場の提供といったニーズとシーズの結びつきを強める活動等を通

じて、介護サービスの質の向上、介護従事者の負担軽減及び介護現場の生産性向上につ

なげることを目的とする。 

 

１ 業務内容 

ア 介護ロボットメーカー等とのネットワーク構築 

ネットワーク会員の募集を行うとともに、情報交換のための会議を開催する。 

イ 介護現場のニーズを開発等に結びつける活動の場の提供 

機器の開発や改良に関し、介護施設とメーカー等の関係者が意見交換を行う

リビングラボ活動の場の提供等を行う。 

ウ センターを通じた介護現場への情報発信 

展示スペースや Web サイト等を活用し、会員の製品や活動内容の紹介を行う。 

エ モニター調査支援 

会員から機器等のモニター調査依頼に応じて、受入れ施設の調整等を行う。 

オ 各種情報提供 

北九州市及びセンター等のイベント情報や活動状況に関する情報、並びに他

の機関が実施する開発・改良支援等に関する情報を提供する。 

カ 他の機関が実施する開発・改良支援への仲介 

キ 会員の管理 

入退会の事務を行う。入会に際しては暴排照会を実施し、暴力団と関係のないこ

とを事前に確認する。 

２ 会員について 

ネットワーク会員は、原則として機器など関連技術の開発、改良に必要な技術・知識ま

たは機器の取引に関するノウハウを有している団体や個人であり、令和５年度末時点で

５０団体、個人会員は０名。 

入会費及び会費は無料とする。 




